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^
事
業
計
画
の
合
理
性

本
件
事
業
は
、
宮
崎
県
内
外
の
各
都
市
を
結
ぶ

広
域
的
な
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
主

な
目
的
と
し
て
、
道
路
構
造
令
に
よ
る
第
１
種
第

３
級
の
規
格
に
基
づ
く
２
車
線
の
高
速
自
動
車
国

道
を
建
設
す
る
事
業
で
あ
り
、
本
件
事
業
の
事
業

計
画
は
、
道
路
構
造
令
等
に
定
め
る
規
格
に
適
合

し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
本
件
区
間
に
お
け
る
ル
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
各
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
に
お
い
て
検
討
が

行
わ
れ
て
お
り
、
清
武
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か

ら
北
郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
ま
で
の
区

間
に
お
い
て
は
、
海
側
案
、
山
側
案
及
び
そ
の
中

間
案
の
３
案
に
よ
る
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
海

側
案
と
他
の
２
案
と
を
比
較
す
る
と
、海
側
案
は
、

移
転
対
象
物
件
数
は
中
位
で
あ
る
も
の
の
、
取
得

必
要
面
積
が
最
も
少
な
い
こ
と
、
事
業
費
が
最
も

廉
価
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
社
会
的
、
技
術
的

及
び
経
済
的
な
面
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と
、
申

請
案
で
あ
る
海
側
案
が
最
も
合
理
的
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
。
ま
た
、北
郷
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ（
仮

称
）
か
ら
日
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
ま

で
の
区
間
に
お
い
て
は
、
海
側
案
、
山
側
案
及
び

そ
の
中
間
案
の
３
案
に
よ
る
検
討
が
行
わ
れ
て
い

る
。
中
間
案
と
他
の
２
案
と
を
比
較
す
る
と
、
中

間
案
は
、
取
得
必
要
面
積
は
最
も
多
い
も
の
の
、

移
転
対
象
物
件
数
が
最
も
少
な
い
こ
と
、
事
業
費

が
最
も
廉
価
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
社
会
的
、

技
術
的
及
び
経
済
的
な
面
を
総
合
的
に
勘
案
す
る

と
、
申
請
案
で
あ
る
中
間
案
が
最
も
合
理
的
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
本
体
事
業
の
施
行
に
伴
う
農
業
用
道

路
の
付
替
工
事
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
も
、
施
設

の
位
置
、
構
造
形
式
等
を
総
合
的
に
勘
案
す
る
と

適
切
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
の
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
、
合
理
的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
得

ら
れ
る
公
共
の
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
と
を
比
較
衡

量
す
る
と
、
得
ら
れ
る
公
共
の
利
益
は
失
わ
れ
る
利

益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本

件
事
業
は
、
土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
用
に
寄

与
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
た
め
、
法
第
2
0条
第
３

号
の
要
件
を
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

４
法
第
2
0条
第
４
号
の
要
件
へ
の
適
合
性

\
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る
必
要
性

３
\
で
述
べ
た
よ
う
に
、
宮
崎
県
内
外
の
各
都

市
を
結
ぶ
広
域
的
な
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

早
期
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
一
般
国
道

2
2
0号

は
線
形
不
良
区
間
が
存
在
し
、
自
然
災
害
に
よ
る

通
行
止
め
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
安
全
か
つ
円
滑
な
自
動
車
交
通

の
確
保
を
図
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
大
分
県
知
事
を
会
長
と
す
る
東
九
州
自

動
車
道
建
設
促
進
協
議
会
よ
り
、
本
件
事
業
の
早

期
完
成
に
関
す
る
強
い
要
望
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
を
早
期
に
施
行
す
る

必
要
性
は
高
い
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

]
起
業
地
の
範
囲
及
び
収
用
又
は
使
用
の
別
の
合

理
性本
件
事
業
に
係
る
起
業
地
の
範
囲
は
、
本
件
事

業
の
事
業
計
画
に
必
要
な
範
囲
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
。
ま
た
、
収
用
の
範
囲
は
、
全
て
本
件
事
業
の
用

に
恒
久
的
に
供
さ
れ
る
範
囲
に
と
ど
め
ら
れ
、
そ

れ
以
外
の
範
囲
は
使
用
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

収
用
又
は
使
用
の
範
囲
の
別
に
つ
い
て
も
合
理
的

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
事
業
は
、
土
地
を
収
用
し
、

又
は
使
用
す
る
公
益
上
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
た
め
、
法
第
2
0条
第
４
号
の
要
件
を
充
足
す
る
と

判
断
さ
れ
る
。

５
結
論
以
上
の
と
お
り
、
本
件
事
業
は
、
法
第
2
0条
各
号

の
要
件
を
全
て
充
足
す
る
と
判
断
さ
れ
る
。

第
５
法
第
2
6条
の
２
第
２
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦

覧
場
所
宮
崎
県
宮
崎
市
役
所
本
庁
及
び
日
南
市
役

所
本
庁

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
十
七
号

測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
五

十
一
条
の
九
の
規
定
に
よ
り
、
同
法
第
五
十
一
条
の
四
第

二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
の

で
、
同
法
第
五
十
一
条
の
十
九
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、

公
示
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

一

登
録
番
号

補
・
第
１
e

_

号

二

登
録
養
成
施
設
の
名
称

国
土
交
通
大
学
校

三

変
更
後
の
登
録
養
成
施
設
の
長
の
氏
名

栗
島

明

康
四

変
更
年
月
日

平
成
二
十
五
年
十
二
月
十
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
三
十
八
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第

七
十
七
条
の
二
十
一
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十

一
年
建
設
省
告
示
第
千
二
百
八
十
七
号
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
十
七
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

別
表
の
十
二
の
項
業
務
区
域
欄
中
「
福
島
県
」
を
「
岩

手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
」
に
改
め
、「
三
重
県
」
の
下
に

「
、
滋
賀
県
」
を
加
え
、「
奈
良
県
」
の
下
に
「
及
び
和
歌

山
県
」
を
加
え
、
同
表
の
十
三
の
項
確
認
検
査
の
業
務
を

行
う
事
務
所
の
所
在
地
欄
中「
Ｂ
Ｖ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
神
戸
」

を
「
神
戸
三
ノ
宮
事
務
所
」
に
改
め
、「
Ｂ
Ｖ
エ
ク
ス
プ
レ

ス
堺
」
を
「
大
阪
堺
事
務
所
」
に
改
め
、
同
表
の
十
九
の

項
業
務
区
域
欄
中
「

城
県
」
を
「
福
島
県
、

城
県
、

栃
木
県
」
に
改
め
、「
神
奈
川
県
」
の
下
に
「
、
山
梨
県
、

長
野
県
」
を
加
え
、
同
項
指
定
を
し
た
日
欄
中
「
平
成
二

十
年
十
二
月
二
十
六
日
」
を「
平
成
二
十
六
年
一
月
五
日
」

に
改
め
、
同
項
指
定
の
有
効
期
間
欄
中
「
平
成
二
十
一
年

一
月
五
日
」
を
「
指
定
を
し
た
日
」
に
改
め
る
。

〇
防
衛
省
告
示
第
十
五
号

海
上
に
お
け
る
射
撃
訓
練
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
六
年
一
月
十
七
日防

衛
大
臣

小
野
寺
五
典

日

時

平
成
二
十
六
年
二
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
、
〇
八
〇
〇
か
ら
一
八
〇

〇
ま
で

区

域

硫
黄
島
東
方
の
次
の
Ê
か
ら
Í
ま
で
の
四
地

点
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
Ê
の
地
点
と
Í
の

地
点
を
結
ん
だ
線
に
よ
り
囲
ま
れ
る
区
域

Ê

北
緯
二
八
度
一
五
分
一
五
秒

東
経
一
四
六
度
二
九
分
四
七
秒

Ë

北
緯
二
五
度
二
五
分
一
六
秒

東
経
一
四
七
度
三
七
分
四
七
秒

Ì

北
緯
二
五
度
〇
〇
分
一
六
秒

東
経
一
四
五
度
三
五
分
四
八
秒

Í

北
緯
二
七
度
五
五
分
一
五
秒

東
経
一
四
四
度
五
七
分
四
八
秒

実
施
艦
等

自
衛
艦
八
隻

そ
の
他

一

射
撃
訓
練
は
、
前
記
区
域
に
航
空
機
が

存
在
し
な
い
こ
と
、
ま
た
、
射
撃
海
面
に

船
舶
等
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
な

が
ら
実
施
す
る
。

二

実
施
中
は
、
実
施
艦
に
「
Ｂ
」
旗
を
掲

揚
す
る
。

三

前
記
区
域
の
各
点
の
経
緯
度
は
、
世
界

測
地
系
の
数
値
で
あ
る
。

内

閣

（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
（
内
閣
官

房
副
長
官
補
付
））内
閣
事
務
官

長
島

純

（
同
）
同

山
Ä

和
之

国
家
安
全
保
障
局
に
併
任
す
る
（
各
通
）

（
防
衛
省
大
臣
官
房
審
議
官
）
防
衛

書
記
官

武
藤

義
哉

内
閣
事
務
官
に
兼
ね
て
任
命
す
る

内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
（
国
家
安
全
保
障
局
）
を
命
ず
る

（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
内
閣
情

報
調
査
室
））内
閣
事
務
官

白
井

利
明

国
家
安
全
保
障
局
に
併
任
す
る

（
外
務
省
大
臣
官
房
）
外
務
事
務
官

鯰

博
行

（
同
）
同

船
越

健
裕

内
閣
事
務
官
（
内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
国
家
安
全
保
障

局
））に
併
任
す
る
（
各
通
）

（
防
衛
省
大
臣
官
房
付
）
防
衛
部
員

赤
瀬

正
洋

（
同
）
同

伊
藤

茂
樹

（
同
）
同

増
田

和
夫

内
閣
事
務
官
に
兼
ね
て
任
命
す
る

内
閣
官
房
内
閣
参
事
官
（
国
家
安
全
保
障
局
）
を
命
ず
る

（
各
通
）（
以
上
一
月
七
日
）

（
警
察
庁
警
備
局
付
）
警
視
監

北
村

博
文

内
閣
事
務
官
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
（
内
閣
情
報
調
査

室
））に
転
任
さ
せ
る

内
閣
官
房
内
閣
情
報
調
査
室
カ
ウ
ン
タ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ

ン
ス
・
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
を
命
ず
る

（
内
閣
府
大
臣
官
房
審
議
官
（
大
臣

官
房
、経
済
財
政
運
営
担
当
）（
併
）

経
済
社
会
総
合
研
究
所
経
済
研
修

所
）
内
閣
府
事
務
官

井
野

靖

内
閣
事
務
官
（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
（
内
閣
官
房
副
長

官
補
付
））に
併
任
す
る

（
内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
（
内
閣
情

報
調
査
室
））内
閣
事
務
官

北
村

博
文

内
閣
官
房
特
定
秘
密
保
護
法
施
行
準
備
室
長
代
理
を
命
ず

る
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